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I Ｔｐ-15(P)

ポ ス ターセ ッシ ョン

要援護高齢者の在宅ケアにおけるデイサービスの役割と課題
一横浜市のu 地域ヶアプラザのデイサービスを事例としてー

○鈴木敏子 原久美子 (横浜国立大)

目的1995 年の国勢調査の人口高齢化率は14.5％となり、わ力≪国も確実に高齢社会とな
った。1996年 ７月５日には、高齢化社会下の「長寿社会対策大綱」（1986年６月、閣議決

定）に代えて、「高齢社会対策大綱」が、「高齢社会対策基本法」（1995年12月施行）を
うけて閣議決定され、政府の高齢社会に対する其太的な方向が示された。そのうち「健康
・福祉」の分野の施策は、すでに策定されている「新ゴールドプラン」の推進におかれて

いる。そこで、そのなかの在宅福祉サービスの一つであるデイサービスの、これまでの進
捗状況や今後の課題について、明らかにしようとするものである。

方法
低い ものの、

齢者のみで構成する

（1995年、10.6％）や高齢者のいる世帯の割合は全国平均に比べて

いる世帯のうちでは高
とる。まず横浜市の「高

齢者保健福祉計画」を分析し、高齢社会対策におけるデイサービスの位置づけを明らかに

する。次いで1994年度に開所したＨ地域ケアブラザのデイサービス（Ｂ型）を事例とし、
そこへ通所している52人の家族に対して、1995年12月、「デイサービスの利用に関する調

査」を行うとともに、デイサービスの活動・運営の特徴や課題を明らかにする。
結果 横浜市では、1999年度の在宅虚弱高齢者２万 ５千人と推計され、デイサービスは

155か所986.000 回（92年度の28か所、59.671回から）という目標を掲げている。デイサ

ービスを利用している高齢者には三世代家族が多い。週１回の通所であっても、高齢者の
生活、高齢者とその家族との関係にブラスに影響しており、２回以上が望まれている。

I Tp-16(P) 局

－ファッショ

齢 者 と

ンコーディ

装 い

ネートを通してー

目的　加齢現象を衰退の過程であるとして消極的にとらえる考え方もあるが、逆に、加

齢化に伴う変化をうまく利用することにより新たな生きがいを日常生活の中に見いだすこ

とも可能であろう。本研究においては、このことを「衣服を装う」という観点からとりあ
げ、追究した。衣服には、物理的機能の他に、自己表現を行うという精神的機能が大きな

割合を占めると考えられる。そこで、高齢者がこれまでの長い自分自身の人生経験と価値

観に基づいた、「 自分らしい」納得の行く装いを自ら工夫し実践することにより、生活の

中に新たな楽しみを見いだすことができると考えるのである。
方法　特別養護老人ホームの入所者で、同室にて生活する女性について、ファッション

コーディネートの援助を行い、変化の様子を観察した。其の際、T  Pヽ0を考慮することに
も重点を置いた。また、施設入所者を対象としたのは、老人ホームにおいて行われる生活

訓練は、各自のこれまでの生活習慣を維持することを目的として行われるが、その中で衣

生活に関する部分が大きな役割を担っているためである。また、日常的に集団生活を行っ

ているため、他者からの影響を授受する際の波及効果も大きいためである。
結果　自分にとって最も身近な衣服というものに対する意識が徐々に変化し、自ら工夫

することの楽しみを見い’だすようになった。また、同室の者同士のコミュニケーションも
活発になり、外の社会への興味・関心が高まった。一方、衣服を通して自分自身の人生を

振り返り、懐かしむ等のきっかけともなり、
た衣服が、精神的機能を持つようになった。

それまで物理的機能のみに重点が置かれてい
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